
令和７年度子どもの読書活動推進の取組状況

○ジュニア司書の育成・養成

・小中学生を対象に、司書の仕事や図書館の活用方法を学ぶ講座

・認定後は、同年代の子どもたちに、図書館の良さや読書の楽しさを
伝えていく活動を行う。

認定者数 ： R７： ５７名 （R２～R７ ３１５名）

実施状況 ： 県立図書館、若狭図書学習C、

市町立図書館（４市町）

図書館とは？本の分類、本の探し方 カウンター体験

バックヤード見学

新１．地域における読書活動推進 県立図書館による電子書籍サービス（７/１５スタート）

・誰でも、いつでも、どこでも、知りたい、学びたい情報に出会うことができ
る環境を整備

・読書バリアフリーを推進し、利便性を向上

・令和７年７月１５日から電子書籍サービスを開始

特 徴： ２４時間利用可能

読みやすさ向上（文字の拡大、音声読み上げなど）

充実したコンテンツ（約1万点を整備）

サービス名： KinoDen（紀伊国屋書店学術電子図書館）

利用状況： 平均閲覧件数 約４，200件／月 ※全国平均（２１５件/月）

コンテンツ： ビジネス、医療健康、学校支援、多文化理解の分野から選定

広 報 ： 県内各地で体験会を実施

市町図書館、県立高校、特別支援学校、大学・短大、福井駅等

〇集まれ！ジュニア司書
・ジュニア司書に認定された子どもたちが

集まって、交流したり、読書の楽しさを

伝えたりする活動 （年４回開催）

内容：司書の仕事体験、本の福袋づくり、読書会など

＜体験者の声＞

・高齢者からは、文字拡大や音声読み上げで本が読みやすくなったと好評。

・子どもや保護者からは、自宅でたくさんの本が読めるので嬉しいとの評価。

・弱視の方からは、読める本の幅が広がってありがたいとの声。

・操作が思ったより簡単で機能も充実しているという好意的な意見が多い。

＜参加者の声＞

・本の探し方をよく知ることができた
ので、これからいかしたい。

・図書委員なので、今回習ったことを
学校でもやりたい。

体験会（ろう学校） 体験会（福井大学） 体験会（福井駅）

資料２



令和７年度子どもの読書活動推進の取組状況

学校図書館を支える人材の育成・養成

（学校図書館サポーター養成講座）

・地域の学校図書館活動に関わりたいと考えている人を対象に、学校
司書となりえる人材を育成する講座を開催

・学校司書に必要な知識を学び、関係者同士のつながりをつくり、地域
人材の育成を図る。

内容：基礎や実践の講座、学校図書館での実習を通して学ぶ（全７
回）

修了者数： ２５名

（敦賀市９名、福井市・越前市各４名、坂井市・池田町各２名、
鯖江市・大野市・あわら市・越前町各１名）

※学校図書館等で活動することを目指し、学んだ内容を子どもの読書活動支
援に活かしていくことを期待

新

学校図書館見学と実習（春江中学校）

グループワーク

＜受講生の声＞

・講座は内容が充実しており、多くの学
びと気づきを得られた。

・学校図書館の役割や実践を深く理解
でき、今後の活動に生かしたい。

・仲間との交流も励みとなった。今後も、
情報交換、相談相手として交流を続
けたい。

○読み聞かせボランティアの人材育成

読み聞かせ担い手（読み聞かせボランティア）養成講座

・地域の学校などでの読み聞かせに関心のある人を対象に、必要な知識を学
び、実習を通して技術を身につける連続講座を開設

内容： 読み聞かせの実践、絵本の選書等（全５回）

修了者数：２１名

（福井市９名、敦賀市４名、あわら市３名、鯖江市・坂井市各２名、
越前市・越前町・若狭町各１名）

※学んだ内容を生かし、学校、図書館等での読み聞かせ活動
に取り組むことを期待

〇読み聞かせ担い手（読み聞かせボランティア）レベルアップ講座

・スキル向上を目的に、子どもや児童文学に関する専門的知識、読み聞かせ・
ストーリーテリング・ブックトーク等の高度な技術を習得する講座を開催

内容：今年度は乳幼児向けの絵本の読み聞かせ等

（嶺北会場） ２／２５（水） 県立図書館 参加者：４０名
（嶺南会場） ２／２６（木） 若狭図書学習センター 参加者：１８名

読み聞かせ担い手（読み聞かせボランティア）カンファレンス

・読み聞かせボランティアの資質向上を目的に、専門的な講演会のほか、実
践事例の共有や意見交換を行い、相互交流を深めるカンファレンスを開催。

３／１５（日） 県立図書館 参加者：43名

養成講座の様子

新

新

＜受講生の声＞

・子ども時代の読み聞かせの大切さを再認識しました。

・子どもたちを楽しい本の世界へ招待する役割を担える存在になりた
いと思います。

＜受講生の声＞

・発達に沿った絵本選びを理解し、自信をもてるようになった。

・わらべうたや読み聞かせの大切さを再確認できた。

グループワーク発表



［幼稚園・こども園・保育園での読書活動推進］

幼稚園・こども園・保育園での読書活動訪問相談

・乳幼児期からの読書習慣の形成を図るため、希望する園に対して、訪
問相談を実施

内 容：推奨図書の紹介、園の図書整備への助言、図書環境整備

訪問数： ４ 園、参加者約４０名

〇幼稚園教諭・保育士等を対象としたオンライン研修

・絵本や読み聞かせなどについて学ぶための研修会をオンラインで開催
内 容： 絵本をえらぶ・絵本をよむ
実 施： １／１５（木） Teamsによるオンライン開催
参加者： 申込園６０園、人数２００名

新

＜参加者の声＞

・絵本の選び方や読み聞かせの工夫を学び、絵本の魅
力を改めて実感

・子どもの興味を大切にしながら今後の読み聞かせに
生かしたいという思いが深まった。

・園内で勤務時間中に受講でき、複数職員で同時に参
加できたことで共通理解も進んだ。

令和７年度子どもの読書活動推進の取組状況

２．学校等における読書活動推進

＜実施園の声＞

・絵本について理解が深まり良い機会となった。

・子どもたちのためにより良い環境づくりに生かしたい。

・昔話には原作と異なる絵本があることを知り、今後は
原作に近い作品を選びたい。

＜同行した市町図書館司書の声＞

・先生方がとても熱心に話を聞いてくれるなどして、本
や子どもたちへの愛情が強く伝わってきた。

［小中学校・高等学校での読書活動推進］

〇子ども読書指導者研修会 （学校図書館活用講座）

・学校運営を担う教職員等を対象に、学校図書館活用に関する研修を実施

内 容： インクルーシブ教育と学校図書館

～多様な子どもの学びを支える環境づくり～

講 師： 専修大学 教授（全国学校図書館協議会 代表理事） 野口 武悟 氏

実 績： （嶺南会場） ８／２１(木) 若狭図書学習センター 参加者：１７名

（嶺北会場） ８／２２(金) 県立図書館 参加者：４６名

〇学校図書館活動支援（講師派遣）
・小学校を対象に、学校図書館スーパーバイザーや特別講師を派遣し、教職
員や学校司書を対象とした学校図書館の活用・読書活動推進に向けた研
修や、児童を対象としたワークショップを実施

内 容： 学校図書館のリニューアル（１校）、絵本の読み聞かせ研修、
親子で読書を楽しむワークショップの開催等、学校の意向に
応じて開催

実施校数： ７校

＜参加者の声＞

・読書バリアフリーについてあまり考えたこ
とがなかったので、とても勉強になった。

・リーディングトラッカーの手作りから初め
てみたい。

学校図書館スーパーバイザーによる学校図書館
リニューアルに向けた研修（若狭町三宅小）

＜実施校の声＞

・各学年の教室や廊下に多少の本を置いてい
たが、図書館に置くべき本と各教室に分け
るべき本の選び方や入れ替えについて指導
いただき、見直すことができた。

嶺北会場（県立図書館）
訪問相談（経田こども園）
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〇 学校図書館の機能を活用した授業 （高等学校）

・探究的な学び×読書活動（勝山高等学校）

「図書館オリエンテーション」「図書館ワーク」を、総合的な探究の時間
や発展的な探究活動を行う学校設定科目「ＬＡＢＯ」の年間計画に設
定。情報リテラシーの向上を目指す。総合的な学習の時間や「ＬＡＢ
Ｏ」の個人活動時は図書館が利用でき、学校司書が情報収集をサ
ポート。

・図書委員による日常的な読書推進活動（若狭東高等学校）

図書委員がおすすめ本の選定や特集コーナーの企画、展示用ポップ
の作成、朝読文庫用図書の管理、ミニビブリオバトル開催の告知ポ
スターを作成。また、図書館へ足を運ぶきっかけ作りとして、図書委
員会と吹奏楽部のコラボ企画『ライブラリー・ライブ（図書館で音楽
会）』を学期毎に開催し、多くの生徒が図書館に訪れている。

学校図書館活用事例の紹介 （高等学校）

子ども読書指導者研修会（学校図書館活用講座）にて

勝山高等学校（ R７文部科学大臣表彰校）の事例を紹介

テーマ： 居場所としての学校図書館

新

＜参加者の声＞

・生徒の主体性を活かした図書館づくり
の中で、小中学校でも取り入れられそう
なことを進めていきたい。

〇学校図書館の機能を活用した授業 （小中学校）

・ICTと連携した学校図書館教育（金津中学校）

生徒の端末に「カーリル」を導入。教室や自宅で蔵書検索ができ
ようになった。また、GoogleClassroomに学年ごとのグループ
が組まれており、新刊やおすすめの本が入る度に紹介を行ってい
る。さらに、学校図書館のホームページにAIによる選書のための
URLや魅力的なジャケットから本を選べるウェブサービスのURL
をリンクさせている。

・ふるさと学習（総合的な学習の時間）での活用（中名田小学校）

ふるさと学習の一環として、地域の方と地元産コシヒカリ田村米
を育てている。その田村米で高学年が米粉クッキー作りを行い販
売した。売り上げ金の一部を使って、高学年が自分たちの読みたい
本を購入。５，６年生が特別活動で話し合いを行い、選書をしてい
る。

〇読書タイムの設定（朝読書など）による読書活動推進

・一斉読書の実施率

R6 R7

小学校 90.9％ 84.4％

中学校 66.7％ 60.3％

高等学校 74.1％ 75.9％

（左）勝山高等学校

（右）若狭東高等学校

（左）金津中学校

（右）中名田小学校
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［特別支援学校への読書支援］

バリアフリー図書体験セットの貸出

・バリアフリー図書の周知を目的に、代表的なバリアフリー図書と補助具を
特別支援学校に貸出

内 容 ： バリアフリー図書体験セットの貸出
点字付き絵本、大活字本、LLブック、リーディングトラッカー
など６点をセットで貸出

貸出期間： 約２か月
実施校数： すべての特別支援学校 １１校

特別支援学校への図書貸出支援

・読書環境の整備向上を目的として、県立図書館からの図書貸出・返却に
要する送料を県が負担

実施校数： ２校（延べ数３回）

○ 県立図書館司書による
特別支援学校への読み聞かせ

実施校数： ３校（延べ回数９回）

学校における蔵書検索システムの導入推進

・カーリル株式会社が無償で提供しているサービス「学校図書館支援
プログラム」の利用を推奨
・学校での導入により、児童・生徒が自分のタブレットから学校図書館
の蔵書検索や予約を行うことが可能になる。

導入校数： １３校（ R８年２月現在）
推進活動： プログラム導入の説明・研修会の開催

8/21・22 カーリル説明会 （参加者数） ２日間 計６３名

12/3 カーリル研修会 （参加者数） ４１名

○ ビブリオバトル大会

・発表者が読んで面白いと思った本を１人5分程度で紹介

・意見交換を経て、どの本が一番読みたくなったかを参加者の多数決
で決める本の紹介コミュニケーションゲームを開催

実 績： 県中学生大会（11/29） 16人が出場
県高校生大会（11/ 3） １１人が出場

その他：最優秀賞の方は、全国大会に出場

新

＜実施校の声＞
・展示は教員自身の学びにもつながり、触れて体験で
きる点が好評。

・リーディングトラッカーやルーペ、点字付き絵本も関
心を集め、生徒は大きな活字本に興味を示した。

・体験セットに入っていた物は、学校にあるものと重な
るものが多く、ほかの本も見てみたかった。

・身近な絵本（例：「ぐりとぐら」）などが入っていると、
うれしい。

体験セット展示（福井東特別支援学校）

新

ビブリオバトル 県高校生大会 読み聞かせ（福井南特別支援学校）ビブリオバトル 県中学生大会

新

＜参加者の声＞
・全ての児童生徒、教職員が蔵書検索をすることがで
きるのが魅力的だと思った。今後検討したい。

、
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子どもの読書情報集約ホームページの開設
○ 推奨図書の選定・情報提供

・乳幼児から高校生まで子どもの成長段階を８段階に分け、各段階
で約１００冊の推奨図書を選定。小冊子配布、およびリストをHPに
掲載。

〇 ボランティア活動の表彰

・子ども読書ボランティアの優れた活動を積極的に表彰し、さらな
る活動の活性化を促す

３．全ての活動の基礎となる県の取組
新

令和７年度子供の読書活動文部科学大臣表彰
「花の子ぽけっと」（越前市）

幼児編（６０冊掲載） 小学生編（72冊掲載） 中・高校生編（72冊掲載）

福井県内の学校図書館
活用事例を紹介
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